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特集 新人とベテラン准看護師の『体験談』

「保健師助産師看護師学校養成所指定規則」および「看護師等養成所の運営に関する指
導ガイドライン」の改正が、令和４年４月１日より適応になります（看護師２年課程は令和５年
度から適応）。今回は、准看護師学校養成所カリキュラムの見直しをご紹介します。
在宅や施設など地域での看護のニーズが高まる中、現行の養成課程の枠組みを維持しつつ
これからの社会の変化に即した内容や方法が見直されました。今後も多職種が連携し、適切
な保健、医療・福祉を提供することが期待されます。社会のニーズに応えていくため、将来を
担う看護職員の一員として准看護師の活躍を期待したいと思います。
＜主な内容＞
1.『准看護師教育の基本的考え方』が２項目から５項目へ（以下が新たに追加）
・人間を身体・精神・社会的側面から把握し生活する人として理解すること
・チームにおける各職種を理解し准看護師としての役割を果たすこと
・自らの課題に取り組み継続的に能力を維持・向上に努めること
2.教育内容の変更
・基礎・専門基礎・専門分野の教育の土台になること（科目が分野に変更）
・履修時間（1890時間）に変更はないが、基礎・専門基礎・専門分野の教育内容が一部変更
・在宅など多様な場で療養生活を支援する視点が重要であるため、基礎看護や臨地実習に
留意点としてその視点が追記

執筆：原 律子（准看協理事）

2

告示

一般社団法人日本准看護師連絡協議会
TEL:03-6435-0647 E-mail:office@junkankyo.com

役員候補者の公募について

（一社）日本准看護師連絡協議会定款第22条ならびに第23条、役員選出規程に基づき、
令和４・５年度の役員候補の受付を下記の通り行います。
立候補者及び推薦者は、役員立候補届出書・推薦書のご提出をお願いします。
なお、理事と監事は任期が異なりますのでご注意ください。

記

役員の種類・定数：理事９～13名及び監事２名
役員の任期：理事２年、監事４年
立候補受付期間：令和４年１月６日～令和４年２月15日まで（必着）
提出書類：役員立候補届出書・推薦書
届出先：〒105-0023東京都港区芝浦1-15-13 准看協事務局宛

准看護師課程の教育内容が2022年度から変わる

第5回定時社員総会

第５回定時社員総会は、令和４年６月23日（木）13時から14時にWEBで開催することに
なりました。議決権等に関する詳細は、４月号でご案内いたします。また、現役員の任
期満了に伴い、役員候補者の公募を実施します。詳細は、下記を参照ください。

▼ 准看護師を志した動機と今後の展望
私が准看護師を志すようになったのは、
2011年の時に起きた東日本大震災でした。
当時、私は中学生でそれまでは漠然と人の
助けになる仕事に将来就きたいと考えていま
した。そんな時にテレビ、ラジオから、救護活
動で多くの医療従事者や、ボランティアの人
達が被災地に出向き活動を行なっていること
を知りました。その中でも、特に被災者に寄り
添っていると感じたのが看護職の方々でした。
看護技術はもちろん、コミュニケーションで安
心感を与える看護職の姿に『かっこよさ』『憧
れ』を感じ、私も看護の仕事に就きたいと思う
ようになったのがきっかけでした。
現在私は、精神科病棟で准看護師として
勤務しています。現場では看護技術はもちろ
んですが、患者さんと関わる中で信頼関係が
大切であり特にコミュニケーションの重要さを
実感します。声の掛け方やスタッフの返答ひ
とつで精神状態が変わってしまう患者さんも

おり、コミュニケーションの難しさも感じる場面
も多くあります。看護を行う中で、自分の感情
を言葉や表情で現すことのできない患者さん
への看護援助は大変難しく、信頼関係が築
けていないと小さな変化にも気づくことはでき
ないと感じます。そのため私は、日頃からコ
ミュニケーションを意識しつつ、患者さんのた
めに何ができるのかを考えて、個別の対応や
関りを大切にした看護を心掛けています。
私は、准看護師として２年目になります。
これまで以上に求められることも増えるため、
常に学ぶ姿勢を忘れずに
日々の業務に取り組んで
いきたいと思っています。
また、 将来的には看護師
の資格取得を目指してい
るので、業務だけでなく資
格取得に向けた学習も進
めたいと考えています。

小山田将弥さん

秋田緑ヶ丘病院
准看護師

▼ 准看護師としての今
私が准看護師の免許を取得したのは40年
以上も前で、当時は病院の寮に住んでい
ました。朝５時過ぎに起きて院内の掃除
から1日が始まり、学校の時間以外は看護
補助者として病院で働きました。仕事と
学業の両立で、寸暇を惜しんで勉強した
ことを今でもはっきりと覚えています。
卒業後暫くは病院で働きましたが、行政
で働く機会があり保健師と一緒に「老人
福祉法」による在宅支援に携わりました。
介護保険の始まる前でしたから、訪問看
護と訪問介護との両方を兼ねた内容の仕
事が５年程続きました。その後「介護保
険」が創設され、行政から「訪問指導」
を行う事が難しくなり、訪問看護ステー

ションに移籍しました。そこから特別養
護老人ホーム(特養)を経験し、家庭の事
情で「夜勤専従」として働き、多いとき
は３交代の深夜と２交代の当直。特養の
ユニットの夜勤の３ヵ所を掛け持ちして
いた事もあります。そして、それまでの
経験を活かして「地域連携室の相談員」
として病院に戻り勤務する中で「多職種
連携」「チーム医療」などの知識を得て、
人脈も広がり、私にとってこの時期がと
ても良い経験となりました。
そして今、その知識と経験と人脈から
「施設」の管理者となりましたが、実務
者研修受講など、管理者としての学習に
限らず、今後も自己研鑽に努めます。

執筆：末岡恵美（准看協副会長）


